
  

 

 

 

 

         

  

  

  

                     

                                     

 

創立 30 周年記念式典・講演・祝賀会を挙行 
 

2025 年 11 月 29 日（土）、千葉大学環境リモートセンシング研究センター（CEReS）は、創立 30 周年を

記念し、記念式典・記念講演会ならびに祝賀会を挙行しました。 

記念式典および記念講演会には、国内外の共同研究者、歴代センター長、教職員をはじめ、160 名を

超える多くの皆様にご臨席いただきました。祝賀会は会場を千葉みなとのオークラ千葉ホテルに移し、

約 100 名の参加者を迎え、盛会のうちに執り行われました。 

記念式典では、服部克巳センター長による開会挨拶に続き、センター設立から 30 年の歩みと今後の

発展に向けた決意が紹介されました。その後、横手幸太郎学長より式辞が述べられました。 

さらに、ご来賓として、俵幸嗣 文部科学省大学研究基盤整備課長、大木谷耕司 国立大学附置研究所・

センター会議会長／京都大学数理解析研究所長、落合治 宇宙航空研究開発機構（JAXA）地球観測研究

センター長より、それぞれご挨拶を賜りました。 
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服部センター長による開会挨拶ならびに

センター設立から 30 年の歩み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

式典終了後には、以下の 3 件の記念講演が行われ、地球環境変動や気候予測研究の最前線について、

示唆に富む講演がなされました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横手千葉大学長による挨拶 文部科学省 研究振興局大学研究基盤整備課 

俵課長による挨拶 

三枝信子 国立環境研究所理事／日本学術会議副会長 

「気候安定化への道：地球観測の役割と展望」 

佐藤正樹 東京大学大気海洋研究所教授 

「全球ストーム解像モデルと地球観測衛星との

連携研究」 



 

 

 

 

 

 

 

 

祝賀会はオークラ千葉ホテルにて開催され、服部克巳センター長および横手幸太郎学長による挨拶に

続き、俵幸嗣 文部科学省大学研究基盤整備課長、安岡善文 東京大学名誉教授／元センター長より祝辞を

頂戴しました。その後、久世宏明 前センター長による乾杯のご発声で祝賀会が始まり、参加者は旧交を

温めるとともに、新たな交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

俵課長による挨拶 横手千葉大学長による挨拶 

小槻峻司 千葉大学国際高等研究基幹／本センター教授 

「リモートセンシングとデータ駆動科学で変革する

気象予測の未来」 

安岡元センター長による祝辞 久世前センター長による乾杯 

参加者による乾杯の様子 



祝賀会の途中では、中島映至名誉教授（東京大学）、松永恒雄氏（日本リモートセンシング学会会長）、

竹見哲也教授（日本気象学会理事長/京都大学）、安部大介氏（株式会社ウェザーニューズ）、三浦知昭

教授（ハワイ大学）、長幸平教授（東海大学）からも心温まる祝辞が寄せられました。最後に、祝賀会

参加者全員による記念撮影が行われ、斎藤哲一郎 理事による閉会の挨拶をもって、盛会のうちに祝賀

会は幕を閉じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（服部克巳） 

祝賀会の様子 



ニュースリリースのご紹介 

2011 年東北地方太平洋沖地震・津波に関連する 

電離圏擾乱の 3 次元可視化に成功 
～ 津波早期警報の高度化にも期待 ～ 

千葉大学大学院理学研究院/環境リモートセンシング研究センター/災害治療学研究所の服部克巳 

教授、同大国際高等研究基幹/災害治療学研究所の Song Rui（宋 鋭）特任助教らの研究グループは、

中国地震局地震予測研究所と台湾国立中央大学との共同研究で、日本 GEONET の GNSS 観測網を

活用して、2011 年東北地方太平洋沖地震（東日本大震災、M9）直後に発生した電離圏擾乱の 3 次元

構造を再構築することに成功しました。地震・津波によって発生する多様な大気波動が電離圏電子  

密度に与える影響を 3 次元的に可視化した本研究成果は、従来の 2 次元観測（TEC）の限界を突破す

るものであり、地球の岩石圏‐大気圏‐電離圏の相互作用に関する理解を大きく前進させるものです。

また、津波の早期検知に応用可能な新たな指標を提示するものであり、将来的な早期警報システムの

信頼性向上に寄与することが期待されます。 

本研究成果は、2025 年 11 月 26 日に、国際誌 Scientific Reports にオンライン掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（服部克巳） 

 

実証実験「人工降雪に係る予備実験」の実施 

～「海上豪雨生成で実現する集中豪雨被害から解放される未来」プロジェクト～ 

千葉大学国際高等研究基幹/環境リモートセンシング研究センターの小槻 峻司教授、富山大学 学術

研究部都市デザイン学系 安永 数明教授、濱田 篤准教授、富山県立大学 工学部 吉見 和紘講師らによ

る共同研究チームは、内閣府によるムーンショット型研究開発制度の目標 8「2050 年までに、激甚化

しつつある台風や豪雨を制御し極端風水害の脅威から解放された安全安心な社会を実現」のプロジェク

トの一環として行われる「人工降雪」に関する予備実験を、2026 年 1 月に富山湾近海の上空にて実施

いたします。 

図 1 従来の測定方法による 2 次元解析 図 2  3 次元トモグラフィー技術による高度

方向の推定の例 



 

 

 

 

 

 

 

 

（小槻峻司） 

 

 

ムーンショット目標8 小槻PMのAMAGOIプロジェクトにて 

実証実験「人工降雪に係る予備実験」を実施します 

～ 小槻・岡﨑研究室通信・第57号～ 

ムーンショット目標 8 に採択されている小槻 PM の AMAGOI プロジェクトでは、2026 年 1 月に  

「人工降雪」に関する予備実験を富山湾近海の上空にて実施します。小槻 PM、安永 PI（富山大学）、

濱田 PI（富山大学）、吉見 PI（富山県立大学）、PM 班を筆頭に準備が進められています。 

先日、富山県入善町に設置された地上観測所にて予備実験に関わるプレ演習が行われ、研究室からも

小槻先生はじめ、大橋さん（特任研究員）、竹島さん（特任研究員）、林さん（博士 1 年）、白石さん（博

士 1 年）、中村が訪問しました。プレ演習では、本番さながらに予報されている気象条件から実験実施

判断を行い、判断フロー等の確認をしました。また観測装置の設置等の準備も参加しました。個人的に

はデータ処理は見聞きするものの、実際の観測装置を見る機会は少ないので、現場にいる実感を強く 

持ちました。さらに、いよいよ実験が始まるという緊張感の高まりを感じ、背筋が少し伸びました。 

実験本番は現地参加する研究室のメンバーもいます。体調に気を配りつつ、実験に臨みたいと思います。 

 

詳しくはプロジェクトの web サイトもご覧ください。 

https://beyond-predictions.com/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中村理絵）   

図 1 地上観測所での観測装置設置の様子 図 2 雲の様子を眺める小槻 PM 

プレフライト飛行で視認した航空機から

見た雲の様子 



 

〈受賞報告〉 

Li Wei氏(市井研D3) 日本リモートセンシング学会若手奨励賞 受賞 

日本リモートセンシング学会 第 78 回（令和 7 年度春季）学術講演会に

おける以下の研究発表に対して、市井研究室 D3 の李 偉(Li Wei)氏が若手

奨励賞を受賞しました。 

題目：静止衛星ひまわり 8/9 号地表面反射率およびアルベドの推定

と検証 

著者：李 偉, 市井和仁, 張 北辰, 笹川大河, 山本雄平, 楊 偉, 

奈佐原顕郎 

 

■喜びの声 

このたび、日本リモートセンシング学会 若手奨励賞を賜り、大変光栄に存じます。本研究を進める

にあたり、ご指導くださった市井先生、共著者の皆様、日頃支えてくださる研究室の皆様に心より感謝

申し上げます。皆様から頂いた助言や議論が、研究を前に進める大きな支えとなりました。現在は、本

手法をひまわり 8/9 号以外の静止衛星にも適用できるよう拡張を進めるとともに、推定精度のさらなる

向上にも取り組んでおります。今後も衛星データの高度利用を通じて、地球システムの理解や防災・  

気候分野への貢献につながる成果を目指してまいります。              （D3 李 偉） 

 

 

日本リモートセンシング学会  

第79回(令和7年度秋季) 学術講演会 参加報告 

2025 年 11 月 26・27 日に、日本リモートセンシング学会 第 79 回(令和 7 年度秋季) 学術講演会が  

開催されました。本講演会は（一社）日本リモートセンシング学会が主催し、春と秋の年 2 回行われて

います。今回は高知県高知市の「高知市文化プラザかるぽーと」で開催され、口頭発表とポスター発表

を合わせて 100 件以上の発表がありました。 

CEReS からは市井研究室より 6 名が参加し、口頭発表 4 件、ポスター発表 2 件の研究発表を行いま

した。1 日目の夜には懇親会も開催され、全国から集まった多くの研究者と交流しつつ、地元の美味し

い料理を楽しみながら、発表内容や日頃の研究について意見交換を行い、親交を深めることができまし

た。参加メンバーにとっても、普段とは異なる視点から多くの助言を得られる貴重な機会となり、大変

有意義な時間となりました。今回の経験を、今後の研究活動に生かしていきたいと思います。 

（渡辺玲奈） 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の集合写真 



－参加者のコメント－ 

今回、初めてリモートセンシング学会に参加しました。参加者には企業の方や、これまでお会いした

ことのない研究者の方が多く、これまで参加してきた国際学会とは雰囲気が大きく異なり、とても新鮮

に感じました。私の発表では、大きな会場に約 50 名の方が集まってくださり緊張しましたが、自分の

成果をわかりやすく伝えることができました。いくつか貴重なフィードバックもいただき、非常に有意

義な時間となりました。また、SAR や UAV など、私にとって馴染みの薄いリモートセンシングデータ

を用いた発表を複数聞くことができ、多くの学びを得られました。        （M2 長谷美咲） 

 

高知県にて開催された第 79 回リモートセンシング学会に参加させていただきました。多くの企業や

学生さんが発表されていて学びの多い 2 日間でした。発表を聴く中で農地や植生に関する研究が多いよ

うに感じました。しかし、解析の過程でどのような処理を行っているかなど注意深く聴くことで自分の

研究に応用できそうな内容も盛り込まれており、有意義な時間を過ごせました。発表に関しても課題は

残るもののベストは尽くせたと考えております。                （M2 山崎蒼麻） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水工学講演会の参加報告 

～ 小槻・岡﨑研究室通信・第56号～ 

 12 月 10 日～12 月 12 日にかけて福島県郡山市で開催された第 70 回水工学講演会に小槻・岡﨑研究

室から岡﨑先生、竹島さん（特任研究員）、中村さん（技術補佐員）、村口さん（B4）、宮澤（M1）の 

5 名が参加しました。筆者は深層学習手法による集中豪雨予測の研究に取り組んでおり、本講演会では

降水予測と応用のセッションにおいて深層学習モデル Swin-Unet とメソスケール数値予報の解析値を

用いた降水量予測というテーマで発表しました。1 日目の開会式直後のトップバッターでの発表、   

しかも講演番号 1 番で他セッションも含めた全講演で最初の発表であったため大変緊張しましたが、 

外部の方々に対して発表する貴重な機会でした。2 日目の夜には懇親会が開催され、他大学の研究室の

学生や研究員の方々と交流しました。懇親会の参加前には交流できるか不安でしたが、話してみると 

研究手法に共通点があることや研究員同士で交流があることが分かり、気象学と水工学が密接に関わっ

ていることを実感できました。また、懇親会の最後には全員でダム式万歳なる水工学特有の万歳三唱で

締めくくられたのが興味深かったです。3 日目の午後には降水プロセスのセッションにおいてクラウド

シーディングの数値実験の研究発表が複数なされ、その中で当研究室が参加しているムーンショット 

目標 8「2050 年までに、激甚化しつつある台風や豪雨を制御し極端風水害の脅威から解放された安全

長谷さんの発表の様子 山崎さんの発表の様子 



安心な社会を実現」について言及されており、自分たちの研究が社会的に大きな意義があることを再認

識し、誇らしく感じました。 

今回の学会参加を通して発表者の方々の研究への熱意や手法の緻密さにとても刺激を受けました。 

この経験を糧に自身の研究への取り組みを今一度見つめ直し、より一層研究に精進したいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場での集合写真 

（M1 宮澤健人） 

 

 

第三回「若手による地球観測衛星研究連絡会」の開催報告 

2025 年 12 月 23 日から 24 日にかけて、九州大学応用力学研究所において、第三回「若手による地球

観測衛星研究連絡会」を開催しました。当日は、研究機関・大学・企業から約 40 名がオンラインを    

含めて参加し、衛星リモセンに関する幅広い話題提供と活発な意見交換が行われました（図 1）。前回・

前々回と比べて参加者数が増えて開催期間も長くなり、コミュニティが着実に広がっているのを感じま

す。今後さらに規模を拡大していくのか、現状程度を維持するのか、また拡大する場合には横のつなが

りをどう強めていくか、現状のユルく対話できる雰囲気をどう保つか等々…、工夫すべき点も増えて 

きています。私としては、“若手“の連絡会らしく、積極的にトライ＆エラーを重ねながら、より良い形

を模索していければと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  1 日目に撮影した集合写真 



今回は前回と同様に、一般講演に加えて招待講演と学生向けのお仕事紹介を設けました。一般講演 

（24 件）では、雲・降水・エアロゾル・陸域・海洋リモセンに関する最新の研究成果や衛星ミッション

の動向が共有され、招待講演（5 件）では SAMRAI、EarthCARE、海色衛星、小型衛星大気観測ミッシ

ョンについてのお話がありました。お仕事紹介では、JAXA、RESTEC、ウミトロンのスタッフから話

題提供をいただきました。今回は質疑応答をひと工夫して、発表後の直接的な質疑に加えて Google 

Sheets で質問を随時受け付ける形式を導入しました。質疑の時間が足りなかった場合や、オンライン 

参加者でもフェアに質問を投げることができて、非常に有効であったと感じています（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2  質問・回答票の一部抜粋。 

 

昨年度の会合では、衛星ミッション立ち上げの苦労や、センサー設計におけるこだわりを学ぶことが

できました。今年度はそうした点も改めて理解するとともに、今後の衛星打ち上げにおいては、研究的

な価値だけでなく「事業として成り立つ（稼げる）」という視点も重要であることを学びました。一方、

官民連携の文脈では、衛星データのニーズが水産業や農業分野に多いのに対し、都市分野での需要は 

あまり見えないように感じました。中分解能の地球環境観測衛星は、都市気候研究においても重要な 

役割を果たし得るにもかかわらず、その価値が社会には十分に伝わっていないのかもしれません。都市

リモセンを専門とする立場としては、今後は研究成果を着実に積み重ねながら、その重要性をより積極

的に発信していく必要があると感じました。                     （山本雄平） 



AsiaFlux Conference 2025 の開催について 

2025 年 10 月 20 日（月）から 25 日（土）にかけて、インドネシア・リアウ州 Pangkalan Kerinci に

おいて AsiaFlux Conference 2025 が開催された。本会議は、アジア域における陸域生態系と大気との

間の熱・水・物質（主として温室効果ガス）交換過程を対象とした国際観測研究ネットワーク AsiaFlux 

の国際会議である。今回は、インドネシアの企業である  APRIL 社がホストとなり開催され、     

Dr. Chandra S. Deshmukh が組織委員長を務めた。世界 29 カ国より 450 名を超える参加者が集まり、

AsiaFlux 史上最大規模の会議となった(図 1)。本会議は“Nature-Based Solutions for Asia: From 

Advanced Science and Technology to Practices”を副題として掲げ、会期中にはインドネシアの環境省大

臣および森林省副大臣が参列し、インドネシアにおける自然保護政策や、森林を通じた温室効果ガス吸

収・削減に向けた取組について紹介が行われた。学術研究と政策・産業界との連携の重要性を改めて認

識する機会となった点も、本会議の特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  AsiaFlux Conference 2025 の全体集合写真 

 

今回の会議では、最初の 2 日間はトレーニングコースとして、AsiaFlux で主に利用される渦相関法に

よる観測方法に関する基礎、観測データの前処理、モデリングに関する講習が行われた。また、次の 3

日間で本会議（研究発表・議論など）を行い、最後の一日で April 社が実施するフィールド観測サイト

の視察を行った。フィールド視察においては、アカシアのプランテーションサイトと、ユーカリのプラン  

テーションサイトの 2 種類が準備され、筆者はユーカリのプランテーションサイトの視察を行った(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 フィールド観測サイトの視察時の集合写真 図 3 筆者の Opening Speech の様子 



AsiaFlux は、渦相関法（eddy covariance）などに基づく地上観測を通じて、陸域と大気の間のエネル

ギー・水・炭素循環を高精度に観測・解析することを目的としたアジア域の観測ネットワークであり、

全球ネットワーク FLUXNET の地域組織の一つである。筆者は 2021 年より本ネットワークの委員長

として、その運営と研究戦略の策定を担いつつ、地上観測ネットワークを基盤としつつ、衛星観測や  

数値モデルと統合した学際的研究の強化を推進してきた(図 3)。例えば、筆者らが推進する静止気象  

衛星（Geostationary Earth Orbit: GEO）を含む先端的な地球観測技術と地上フラックス観測を融合する

ことにより、大陸スケールの CO2 の収支を高い時間解像度で知ることができるようになるなど、

AsiaFlux の観測ネットワークは、本センターの研究の方向性ともよく一致している。 
 

AsiaFlux では、地上観測データは広く共有・活用されてこそ価値が高まるとの考えのもと、各国で  

データセット公開が進み、近年大きな進展がみられている。日本では JapanFlux が JapanFlux 2024  

データセットを公開し（https://ceres.chiba-u.jp/5589/）、その利用はすでに国内外に広がり、2025 年

12 月開催の アメリカ地球物理学会 でも本データを用いた研究発表が確認された。現在は中国・韓国で

も準備が進められており、FLUXNET においても FLUXNET2025 データセット公開が最終段階に 

入っている。本研究センターにおいても、衛星データや機械学習と組み合わせた大気―陸域 CO₂ 交換

量データセットの構築を進めており、充実する地上観測データは「データ駆動型の地球環境科学研究」

を支える重要な基盤となりつつある。 
 

本会議においては、本研究室より、スタッフ 4 名（市井・山本・笹川・Zhang）、大学院生 3 名（長谷・

平間・越野）が参加・発表を行った。本研究室からの参加者にとっても、本会議はそれぞれの経験段階

に応じた意義深い機会となったと思う。国際交流に慣れてきたメンバーにとっては、海外の研究者や 

ネットワーク関係者との久しぶりの対面交流を通じて、これまでに築いてきた関係性を深化させる場と

なった。一方、初めて参加したメンバーにとっては、発表や議論を通じて諸外国の研究者と直接交流  

する貴重な経験となり、国際舞台で研究を発信することの重要性を実感する契機となった。 
 

今後も CEReS では、AsiaFlux をはじめとする国際観測ネットワークとの連携を通じ、静止衛星  

観測と地上観測を融合した陸域―大気相互作用研究を深化させるとともに、人材育成と国際共同研究の

両面から、アジアおよび地球規模の環境課題への貢献を一層推進していく予定である。 

（市井和仁） 

 

－参加者のコメント－ 

国際学会に初めて参加し、質問やコメントだけでなく、  

自分の研究について深くディスカッションすることができ

ました（図 4）。国内外の多様な研究者の方々から多くの  

意見をいただけたのは大変貴重な経験でした。ポスター 

発表を通して、他の研究者の考え方や姿勢にも触れること

ができ、大きな刺激を受けました。英語での発表や交流に

は最初不安がありましたが、間違いを恐れず積極的に話す

ことで、得がたい経験を積むことができました。今後もこ

のような場で発表できるよう、より一層研究に励みます。 

（M1 越野真都佳） 

 

図 4 発表の様子 



当日のセミナーの様子 

＜今月の CEReS セミナー＞ 

開催日：2025年12月8日 

発表者：金居 新大さん(京都大学 アジア・アフリカ地域研究研究科 M2) 

タ イ トル ： The Order of Cold Highland Agriculture in Central Java, 

Indonesia: A Focus on Frost Risk and Terraced Landscapes 

（インドネシア・中部ジャワの高冷地にみる土地利用の秩序―霜害

と段畑の関係に着目して―） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


